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　毎年３月１日からの 1週間は春季全国火災予防運動
の期間です。これに合わせ、直方・鞍手広域市町村圏事
務組合消防本部が、宮若市・鞍手郡内の小学校（13校）
の６年生（当時）を対象に「消防・救急標語コンクール」
を実施。集まった404点の標語の中から、最優秀賞１点、
優秀賞２点、入選４点が選出されました。
　「火の確認　家族で確認　再確認」という標語で最優
秀賞に選ばれたのは、古月小学校・石松愛希さんです。
３月１日、古月小学校で表彰式が行われ、石松さんに賞
状などの記念品が授与されました。
　石松さんは、お父さんの教えに習って毎日行っている
ことを標語にしたそうです。賞状を渡した広域消防本部
の原田署長も「火の確認を家族で行ってほしい」と火の
用心を呼びかけていました。

火の確認　家族で確認　再確認
▶古月小児童が防火標語コンクールで最優秀賞受賞

　飯塚花商組合より寄贈していただいたアレンジメントフラ
ワーが２月18日から３月16日までの期間、役場庁舎内に飾
られました。期間中は、４回の花の入れ替えが行われ、その
都度、役場が明るく彩られました。筑豊産の花を多く使った
この活動は、筑豊地区の15自治体で行われ、役場に訪れる
人たちの心を魅了しました。
　飯塚花商組合の古賀　勲組合長は「来庁する皆さんが、花
を見て癒やされ、少しでも明るい気持ちになっていただけた
ら嬉しい」と話されていました。
　役場を訪れた皆さんや職員は、アレンジメントフラワーの
飾ってある庁舎に、明るくて気持ちがいいと笑みをこぼして
いました。
　飯塚花商組合の皆さん、素敵なアレンジメントフラワーの
寄贈、ありがとうございました。

庁舎内が明るく鮮やかに
▶飯塚花商組合からアレンジメントフラワーの寄贈

感謝の想いよ、届け
▶古月小学校生徒からくらて病院へ感謝の手紙が送られました

　３月２日、古月小学校全校生徒からくらて病院の皆さんへ、感謝
の手紙が送られました。この企画は、古月小学校の児童からの提案
から始まり、全校生徒で取り組み、実現しました。手紙には「いつ
もコロナウイルスに負けずに働いてくれてありがとうございます」
など、児童一人ひとりから感謝の気持ちの込もったメッセージが書
いてありました。
　児童たちからの手紙にくらて病院の看護師の皆さんは「これから
もコロナウイルスに負けんで頑張らんといかんね」と、子どもたち
の期待を受け取っていました。
　最前線で立ち向かっている町内の医療従事者の皆さんの健康と新
型コロナウイルス感染症の一日も早い収束を願っています。
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　３月12日、大石産業株式会社と八尋中央区に感謝状が贈られまし
た。大石産業株式会社の皆さんには、昨年10月に発生した建物火災
のときに、消防水利の提供や、社有地を開放していただき、迅速な消
火活動に貢献していただきました。また、八尋中央区の皆さんには、
昨年12月に発生した建物火災のときに、被災者の避難場所として集
会所を提供するなど被災者救護活動にご協力をいただきました。
　町の安全安心は、皆さんのご協力のもとで成り立っています。今後も、
一人ひとりの心がけをよろしくお願いします。

地域一丸となって助け合い
▶大石産業株式会社と八尋中央区に感謝状
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平成30年４月26日生まれ
なるくん、誕生日おめでとう。
元気過ぎるくらい、元気に育っ
てくれて嬉しいです。お兄ちゃ
んとおもちゃの取り合いでケ
ンカもするけど、ガマンも覚え
て仲良く遊んでね。（父　智弘
さん・母　桂子さん・中山）

Happy birthday to you.

すくすく
日記

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満
３歳までのちびっ子を募集しています。５月生まれは、４月 12 日

（月）までに役場政策推進課政策係窓口または下記の方法で申し込ん
でください。

▼
お待ちしています

インターネット申込ができます
　「鞍手　すくすく日記　申請」のキーワードで Web 検索すると見
つかる『ふくおか電子申請サービス』のページから申込ができます。
申込完了後、30 分以上経過しても到達通知メールが届かない場合
はお問い合わせください。
●申込ページ　https://www.shinsei.elg-front.jp/
　fukuoka/uketsuke/dform.do?acs=sukusukunikki
●申込・問い合わせ　役場政策推進課政策係☎４２−  
　２１１１（内線 384）まで

４月生まれ

　筑豊賞は、読売新聞西部本社の提唱で活動する「あすの筑
豊を考える30人委員会」から、地域づくりに貢献した個人・
団体に贈られます。今年は、町内で活動する「こだまの会」
が第34回筑豊賞を受賞しました。
　こだまの会は、視覚障がいのある人を支援するため、広報
くらてを音読し、テープに録音する取り組みを行ったり、年
に１度、朗読発表会を行っています。広報紙を録音したテー
プは、中央公民館図書室にあり、目の不自由な人へ貸し出し
を行っています。皆さんも、こだまの会の心のこもった朗読
を聞いてみませんか。

声で伝える、心で伝える
▶こだまの会が第34回筑豊賞を受賞

新しい制服姿で臨む卒業式
▶町内小学校で卒業式

　３月17日、町内の小学校で卒業式が行われました。写真
は、新延小学校の様子です。今年の卒業式は、新型コロナ
ウイルス感染症対策により、卒業生はソーシャルディスタ
ンスを保ち、マスク着用をしたまま校歌斉唱となりました。
　式中では、卒業生一人ひとりが「プロスポーツ選手にな
りたい」「中学校では、勉強と部活の文武両道を目指します」
など、将来の夢や抱負を力強く宣言していました。
　校舎への別れを惜しみつつも、中学校生活が待ちきれな
い卒業生。中学生になっても、小学校で培った経験を活か
して大活躍してくれそうです。


